
TV378 ver.1

MADE IN CHINA

鏡面ハイタイプテレビ台 150cm幅
HGTV-150

カムロック受け・固定方法

※カムロックは取り付けが確実かどうか、
　 定期的に点検してください。

定期的に



■上棚用部材一覧　①～⑯までの部材は、上棚を組み立てる際の部材になります。  TV-378
①左側板×1

⑥右扉×1

⑪左右棚用背板×4

⑯中央扉×2

⑫中央棚用背板×2 ⑬可動棚×8 ⑭中央仕切り板×1 ⑮補強板×1

⑦天板×1 ⑨固定板(小)×2 ⑩固定板(大)×1⑧左右地板×左右各1

②右側板×1 ③左仕切り板×1 ④右仕切り板×1 ⑤左扉×1



■下本体用部材一覧　⑰～ までの部材は、下本体を組み立てる際の部材になります。  TV-378
⑰左側板×1

㉒地板×1 ㉓固定板×1 ㉔中央仕切り板(小)×1 ㉕中央仕切り板(大)×1 ㉖背板(小)×2

㉗背板(大)×2

㉜引出し左右側板×左右各2 ㉝引出し奥板×2 ㉞引出し底板×2 ㉟引出し補強板×2

㉘左扉×1 ㉙右扉×1 ㉚左引出し前板×1 ㉛右引出し前板×1

⑱右側板×1 ⑲左仕切り板×1 ⑳右仕切り板×1 ㉑天板×1



■部品明細　最初に部品が揃っていることをご確認下さい。  TV-378
A:ネジ大×52

F:棚ダボ×32

K:床保護シート×3 M:ネジ隠しシール×18 N:連結木ダボ×4L:背板ストッパー×16

G:ステーヒンジ×2 H:マグネット×4 I:マグネット受け×4 J:連結プレート×2

B:カムロック×4セット C:ボンド×1 D:ヒンジAタイプ×8 E:ヒンジBタイプ×4

5.5*45KA

カムロックボルト

カムロック受け 4*15KA
ヒン

この部分がまっすぐです

ジ用ネジ×32

4*15KA
ヒンジ用ネジ×16

※専用ネジはプラスチックケースに入っています。

※専用ネジはプラスチックケースに入っています。 ※専用ネジはプラスチックケースに入っています。

専用ネジ×16

3*18KA

この部分が曲がってます

3.5*12KA
専用ネジ×8

3.5*15KA

3.5*12KA
専用ネジ×16

専用ネジ×8



TV-378

まず引出しを組み立てます。
さらに㉚㉛引出し左右の前板の裏面の図の位置に、B:カムロックボルトを取り付けます。１

引出し本体に㉞引出し底板を差し込み、その裏に㉟引出し補強板をC:ボンドを使って取り付けます。
さらにひきだし左右側板にB:カムロック受けを取り付け、B:カムロックとC:ボンドで
引出し本体に引出し前板を取り付けます。

２

㉑天板の裏面に、H：マグネットを専用ネジを使って取り付けます。
この際、マグネットの向きにご注意下さい。(押すと飛び出る方が前側になります。)３ ⑰⑱左右側板と㉘㉙左右扉を、D:ヒンジタイプAを使って取り付けます。

さらに扉にI:マグネット受けを取り付けます。この際、扉の上下にお気をつけ下さい。
(⑰⑱の木ダボが出ている側に、扉マグネット受けが来るように取り付けてください。)

４

最初に下本体の組み立てを行います。使用する部材は、⑰～ です。
㉝引出し奥板に、㉜引出し左右側板をC:ボンドを使って取り付けます。

面裏

カムロック受けは、三角の目印が
穴の開いている向きに来るように
取り付けます。

面裏

前

扉側

本体側

※ドアヒンジの詳しい調整方法は
別紙をご覧下さい。

先に(i)扉側にヒンジを取り付け、
次に(ii)本体側にヒンジを取り付けます。

(i)(ii)

木ダボが出ている側に向きに
Iが来るように取り付けてください。



㉓の裏面にC:ボンドを使って㉕中央仕切り板(大)を取り付けます。
さらに㉓に⑲⑳左右仕切り板をA:ネジ大を使って取り付けます。

STEP5で組み立てた本体に、㉗背板(大)を奥までしっかりと差し込みます。
そこに㉒地板をA：ネジ大を使って本体に取り付けます。
さらに㉒の両端に、STEP4で組み立てた⑰⑱左右側板をA:ネジを使って取り付けます。

TV-378

５ ６

㉒の裏面の左右と中央に、K:床保護シートを貼り付けます。７ 本体を静かに起こし、㉓固定板に㉔中央仕切り板(小)をC:ボンドを使って取り付け、
㉖背板(小)を奥までしっかりと差し込みます。
さらに㉑天板を、C:ボンドを使って本体に取り付けます。

８

面裏

前
前

前

上

上

上

面裏

⑰

面裏

㉓

※天板と本体に隙間が空く場合は、天板に雑誌などを敷き、
　その上からゴムハンマーなどで天板を叩いてみて下さい。
　また背板が溝の奥までしっかりと入っているかご確認下さい。

前

上



最初に組み立てた引出しを左右に気をつけて本体に取り付け、下本体の完成です。

まず、③④左右仕切り板にH:マグネットを専用ネジを使って取り付けます。

９
10

11 12

次に、上棚の組み立てを行います。使用する部材は、①～⑯です。

この際、マグネットの向きにご注意下さい。(押すと飛び出る方が前側になります。)

扉側

本体側

※ドアヒンジの詳しい調整方法は
別紙をご覧下さい。

先に(i)扉側にヒンジを取り付け、
次に(ii)本体側にヒンジを取り付けます。

(i)(ii)

①左側板と⑤左扉を、②右側板と⑥右扉を、D:ヒンジタイプAを使って取り付けます。 同様にして、⑦天板の裏面に、⑯中央扉をE:ヒンジBタイプを使って取り付けます。

⑤

①

②

⑥

上

上

(i)扉側

(ii)本体側

※ドアヒンジの詳しい調整方法は
別紙をご覧下さい。

先に(i)扉側にヒンジを取り付け、
次に(ii)本体側にヒンジを取り付けます。

面裏



上

上

上

まず⑩固定板(大)に、⑭中央仕切り板をA:ネジ大を使って取り付けます。
次に③④左右側板に、⑨固定板(小)をA:ネジ大を使って取り付けます。
最後に、⑩の両端に③④をA:ネジ大を使って取り付けます。

STEP13で組み立てた本体の⑨固定板の両端に、STEP11で組み立てた①②左右側板を
A:ネジ大を使って取り付けます。

TV-378

13 14

15 16組み立てた本体に、⑪左右棚用背板(小)を奥までしっかりと差し込み、⑧左右地板を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A:ネジ大を使って取り付けます。

本体を静かに起こし、
⑪左右棚用背板と⑫中央背板を奥まで
しっかりと差し込みます。
さらに、STEP12で組み立てた⑦天板を
A:ネジ大を使って本体に取り付けます。

※この工程は二人以上で行って下さい。

裏面 裏面

前

前

⑨

※ご注意下さい！
⑧地板には左右の向きがあります。
裏面に開いている連結ダボ用の穴が、
商外側に来る向きに取り付けて下さい。

連結ダボ用穴が
外側に来ます

連結ダボ用穴が
外側に来ます

前



前

⑯中央扉の裏面と③左仕切り板、⑭中央仕切り板にG:ステーヒンジを専用ネジを使って取り付けます。 左右の収納スペースにF:棚ダボをお好みの位置に取り付け、⑬可動棚を乗せます。

TV-378

17 18

19 20上棚の背面に、⑮補強板をA:ネジを使って取り付けます。
以上で、上棚の完成です。

裏側

前

STEP9で組み立てた下本体に
N:連結木ダボをC：ボンドを使って取り付け、
そこにSTEP19で組み立てた上棚を
C:ボンドを使ってしっかりと連結させます。

※この工程は必ず二人以上で行って下さい。



前

⑯中央扉の裏面と③左仕切り板、⑭中央仕切り板にG:ステーヒンジを専用ネジを使って取り付けます。 左右の収納スペースにF:棚ダボをお好みの位置に取り付け、⑬可動棚を乗せます。

TV-378

17 18

19 20上棚の背面に、⑮補強板をA:ネジを使って取り付けます。

裏側

前

STEP9で組み立てた下本体に
N:連結木ダボをC：ボンドを使って取り付け、
そこにSTEP19で組み立てた上棚を
C:ボンドを使ってしっかりと連結させます。

※この工程は必ず二人以上で行って下さい。



TV-378

21

前

本体の背面に、J:連結プレートを
専用ネジを使って取り付け、
上棚と下本体をしっかりと連結させます。
さらに、図の位置にL:背板ストッパーを
専用ネジを使って取りつけて、
M:ネジ隠しシールを貼りつけます。

背板ストッパーは平らな部分を
背板のすき間に差しこみ、
専用ネジで固定します。

完成です！
お疲れ様でした。



ヒンジ：上面図 ヒンジ：側面図

①間口
  調節ネジ

①間口調節ネジ

②角度調節ネジ

②角度調節ネジ

固定ネジ

固定ネジ
③高さ調節ネジ

③高さ調節ネジ

■ヒンジの詳細

ヒンジの各部位を紹介いたします。主に調節するのが
①「間口調節ネジ」 ②「角度調節ネジ」 ③「高さ調節ネジ」の 3箇所です。

◆ ドアヒンジの調整方法

まずは「間口調節ネジ」からご説明いたします。「間口調節ネジ」は扉と本体の間隔を調節する部分です。
ヒンジを扉に取り付ける前に、事前に「間口調節ネジ」をゆるめて、スライド部分を約 3mmほど出してネジを締めます。
このスライド部分の出ている幅が広ければ広いほど扉と本体の間隔が拡がり、逆に扉と扉の隙間が狭くなってしまいます。

① 間口調節ネジ…扉同士の隙間を調節します。

出した後出す前
扉を本体に取り付けた後、扉を開閉してみて扉と本体の間隔、扉同士の間隔をご確認ください。
先ほど出した約 3mmが丁度いい間隔の目安になりますが、もし開閉の際、扉の端が本体に当たったり、
扉同士がぶつかったりするようでしたら、再度「間口調節ネジ」を緩めて微調節してください。

続けて「角度調節ネジ」をご説明いたします。「角度調節ネジ」は扉の角度を調節する部分です。

② 角度調節ネジ…扉の角度を調節します。

最後に「高さ調節ネジ」をご説明いたします。「高さ調節ネジ」は扉自体の上下の位置を調節する部分です。

③ 高さ調節ネジ…扉の高さを調節します。

※この「角度調節ネジ」左に回すと…

※ここの部分が開きます。

※逆に右に回すと…

※ここの部分が閉じます。

つまり、この角度調整ネジを回すことで扉の角度を調整できるわけですが…、

開きすぎると… 扉が矢印方向に傾きます。

閉まりすぎると… 扉が矢印方向に傾きます。

本体側

扉
側

本体側

扉
側

ヒンジは通常上下 2つで 1セットなので、「角度調節ネジ」を回すときは、上下のヒンジを合わせる必要があります。
片方だけ角度が違うと扉の傾きの原因になりますので、扉の傾きが気になる時は、ネジの回転数 (1 回転、2回転…)
を上下であわせて、ヒンジの角度を同じにしてあげる事で、扉をまっすぐ取り付けることができます。

上がったり上がったり
下がったり下がったり

上がったり
下がったり

以上のことをふまえて調節することで、キレイに扉を取り付ける事ができます！
少しお手間はかかりますが、ぜひこれらを参考にチャレンジしてみて下さい！
以上のことをふまえて調節することで、キレイに扉を取り付ける事ができます！
少しお手間はかかりますが、ぜひこれらを参考にチャレンジしてみて下さい！
以上のことをふまえて調節することで、キレイに扉を取り付ける事ができます！
少しお手間はかかりますが、ぜひこれらを参考にチャレンジしてみて下さい！

左右の扉の高さが違う場合は、この「高さ調節ネジ」を少し緩めて扉の上下の位置を調整し、。
丁度いい高さのところで改めてネジを締め付けて下さい。

本体と扉をヒンジで取り付けた際に、扉が傾いたりずれていたりする場合は、
ヒンジについている各種ネジを調整することで、扉を美しく取り付ける事ができます。
調節するのが「間口調節ネジ」「角度調節ネジ」「高さ調節ネジ」の 3 箇所です。
この 3 箇所を調節し、キレイに扉を取り付けられるコツをご紹介いたします。



※必ず、組立前にご確認ください。

カムロックの基本

ネジタイプのカムロックについて

双頭カムロックについて

ボルト

受け

開始

カムロック受け
カムロック

固定

カムロック

●カムロックを使用する商品は、個体差により組説の手順通りだと取り付けにくい場合がございます。
　作業前に下記の注意事項をご確認ください。
●個体により、受けを先に取付た状態だと受けが取付穴に沈みすぎ、ボルトの挿入が難しい場合がございます。
　このような場合は、受けを取付穴最奥から少し浮かせることで、ボルトの挿入がし易くなります。

カムロックの取付について、簡単な手順をご紹介いたします。

ボルト

受け

ボルト

受け

カムロックには「ボルト」と
「受け」の2種類のパーツが
存在します。

「ボルト」の片側がネジになっている
カムロックの取付手順を説明します。

※ネジの締め具合に注意※

カムロックのパーツ 受けの取付向き

1.ボルトを板に取付ます

1.ボルトを板に取付ます

締め方

カムロック受けは、三角の目印が
穴の開いている向き(ボルト側)に
来るように取り付けます。

受け

※受けには矢印の他にアルファベットなど
　が刻印されているものがありますので、
　ご注意ください。

カムロック受けを時計回りに
締め付け、しっかり固定します。

受けにボルトを差込む
受けにボルトを差込みます。

開始

固定

ボルト

受け

ネジ部

ネジ部が丁度隠れる程度が適切です。
受けの取付が難しい際は見直してください。

接続する2枚の板に
図の様にボルトを
差し込みます。

2.受けを取付、固定します

2.受けを取付ます

3.カムロックを固定します。

接続する板をボルトを取り付けた板と組み合わせ、
次にカムロック受けを矢印の向きに注意して
取り付け、固定します。

次にカムロック受けを矢印の向きに
注意して取り付けます。

受けはボルトの向きに
矢印を向けて取り付け、
時計回りに締め付け
固定します。

※締めすぎたり、緩る過ぎると
　次の工程が困難になる場合が
　ございます。

※ボルト挿入後、受けの取付穴をのぞき、
　ボルトが左右均等に入っているか
　ご確認ください。
　均等でない場合は調節してください。

※少しずつ締める※ ※少しずつ締める※

受けの矢印向きが違う
場合、ボルトの挿入が
できませんので
ご注意ください。

受けを少し穴の底から
浮かせた状態で
ボルトを差込みます。

※受けが取付穴に沈みすぎる場合※

受けはボルトの向きに
矢印を向けて取り付けます。

一般的な説明図

「受け」を2つ使用するカムロックの
取付手順を説明します。

一般的な説明図

片方を先に締めきってしまうと、反対側のボルトの頭がカムロック受けに上手く咬み合わない場合があります。
必ず両側が噛み合っている事を確認しながら左右交互に締めて下さい。

両側がしっかりと噛み合っている
事を確認しながら少しずつ
左右交互に締めて下さい。

ボルト

受け

板

ボルト受け

板


